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木を見て森を見ず

枝葉の症状（木）に振り回されて根本（森）を見落としてしまう事。

漢方の処方選定では根本（主治）をいかに見つけて

アプローチできるかがポイントです。

そのために必要なことは

「コミュニケーション」

症状（木）・経過を確認➡点を線で結ぶ➡原因を聞き取る

➡全体を把握する（森全体）

今回の目標

１）標治（症状に合わせた選定）

体質を確認し漢方薬を選定する

１：聞くべき体質

２：体質から判断できること

３：体質から選ぶ漢方薬

４：間違ってはいけない体質と漢方選定



２）本治

主治を確認し漢方選定する

１：五臓（肝・心・脾・肺・腎）

２：陰・陽

３：表・裏

４：熱・寒

八網弁証の理解

３）なぜ人は病気になるのか、治るのか

聞くべき体質

• 疲れやすい・風邪ひきやすい・貧血気味・暑がり・寒がり・のぼ
せ冷え（手、足、腰）・ほてり（手、足）・汗かき・寝汗・無汗・（肩、
首、背中）のコリ・肌（湿疹・乾燥・肌荒れ）・目の下のくま・あ
ざ・頭痛・目の疲れ・耳鳴り（高い・低い）・水分（ /日）・飲み
物・食欲・便通・寝つき・良く夢を見る・生理周期・生理痛・性格

以上の内容を確認することで体質をチェックしていきます。



体質から判断できること

例：疲れやすい・風邪ひきやすい➡気虚 貧血➡陰虚

暑がり➡熱（陰虚からくる熱） 寒がり➡寒（腎陽虚）

耳鳴り➡高い（ストレス・肝）突発性難聴など

低い（腎虚）高齢者に多い、聞こえずらいなど

視力低下・ドライアイ➡肝 性格

動悸➡心血虚

夢を見る➡腎・心

生理周期➡お血・血虚・気虚など

基礎体温からも体質は読めるので妊活時に有効

体質から選ぶ漢方薬

熱実・熱中・熱虚

中間証

寒実・寒中・寒虚



間違ってはいけない漢方選定
証の取違によって真逆の作用が生じ症状の悪化、副作用発現が
生じることがある。

例：冷え

手足の冷えで末端冷え性と訴える場合通常だと「寒」ととらえて

「温」の漢方薬を処方するが身体の中心は暑い場合には「熱」ととら
えなければいけない。

この場合循環が悪く末端まで温められていないので循環を改善す
る漢方薬が必要となる。

例えば桂枝茯苓丸など理気か活血で行う。

実例をもとに漢方薬を選定！！

症例１：頭痛

一日中パソコンに向かって仕事をしているので慢性的な肩こり
がありますが、ひどい時には頭が痛くなります。肩から首、頭皮
まで凝っている感じです。病院で緊張型だといわれました。

漢方処方は？



解説

原因：同じ姿勢を長時間維持するといった身体的な負担が肝気
の流れを乱し頭痛を発生させている。

漢方：肝の高ぶりを沈める

柴胡加竜骨牡蛎湯

吐き気や咳（気逆）がある場合には半夏厚朴を用いる。

症例２：頭痛

33歳女性、身長150㎝、体重45㎏。暑がり、天気が悪くなる前
になると頭痛がひどくなる。これから来る梅雨を考えると今から
憂鬱で仕方がない。

性格：ストレスため込みやすい、周りが気になる。イライラしやす
い。

痛み：ズキズキ・こめかみを締め付けられるような痛み

漢方処方：



漢方処方

加味逍遙散

気圧の変動で頭痛が出る場合

１：自律神経系の乱れ

２：水滞からくるむくみ（五苓散など）

水の流れ

口➡胃（脾）➡肺➡全身➡腎

症例３：排尿痛・血尿

60歳女性、身長１５６ｃｍ、体重６０ｋｇ、暑がり、味の濃ゆい食べ
物が好み。お酒１週間に3回ほど。

症状：1週間前から排尿時の痛みが始まる、病院を受診するが
細菌性の膀胱炎ではないため特に薬は処方されず。血尿は検
査のたびに毎回引っかかるが治療はしていない。

経過：数か月前から母親の介護が始まり病院や施設の往復で
ほぼ毎日動き回っている。

漢方処方は：



漢方処方

猪苓湯

基本的な処方になりますが症状（木）を取るだけの漢方薬に
なる。

本治（森）は別に原因がある。

症例４：慢性鼻炎
24歳女性、身長160㎝、体重70㎏、暑がり、お酒毎日
500mm×５本甘いものが好き。便秘あり。仕事上のストレスが
強くお酒や甘いもので現実逃避

症状：朝起きてくしゃみ、鼻水が滝のように出る。午前中このよう
な症状が続き午後からは鼻が詰まる。これが毎日。病院でアレ
ルギーの薬を数年のんできるが服用時は良いが飲まないとま
た症状出る。

経過：今の仕事を始めて1年後あたりから症状が出始め現在3

年目になる。症状がひどくなることはなく通年同じ。

漢方処方は：



漢方処方

小青竜湯と辛夷清肺湯

朝起きてすぐに小青竜湯を服用し、午後からは辛夷清肺湯を服
用する。朝の鼻水は改善されるが薬の効果が切れるころになる
とまた出てくる。辛夷清肺湯ではつまりの改善は見られず1か月
変化なし。

この場合には標治（木）では対応できず、二か月目から本治
（森）に移行した。

症例５：鼻・脳内・過度な緊張

55歳男性・身長165㎝・体重60㎏

1年前から鼻の中がグチュグチュアメーバがいる感じがする。

脳内にも同じような感じがする。それが気持ち悪くてどうにかし
てほしい。またプレゼン時に話ができないほど緊張がひどく仕事
にならない。

病院では心療内科に行くように言われた。本人ショックを受けて
いた。

脳内異常なし。

漢方処方：



漢方薬：柴胡桂枝乾姜湯

服用開始1か月後から緊張感が取れた。プレゼンもうまく話せる
ようになってうれしい。

鼻と脳内のアメーバはまだ改善されず鼻の中にはんだこてを当
てて

焼いている。

本治

漢方選定

森を見る

患者様とのコミュニケーションから得られた情報をもとに

根本的な原因を探り出す。そのことから主治である臓腑を特定
しアプローチする。



症例３：排尿痛・血尿

竜胆瀉肝湯

竜胆瀉肝湯は痰湿熱・体内の熱を冷まし排泄する働きが期
待できる。

結果：1か月後には症状も消え血尿も良くなっている。

急激なストレスから肝熱から心に熱が移り心熱となることによ
り痛みを伴う膀胱炎様症状が発生した。そこで本治（主治）と
しては心の熱をとることを優先する必要がある。その後ストレ
スからくる肝熱を沈めていく加味逍遙散に変更する。

症例４：慢性鼻炎

小青竜湯や辛夷清肺湯では改善が見られない場合本治（主
治）にて体質改善を行う。この方の場合ストレスが強くビール・
甘いものを好む傾向にあるため主治は肝鬱である。

今回は便秘もあるので肝鬱を改善する女神散または桃核承気
湯を用いる。今回は生理痛も激しく不順もあるために桃核承気
湯を用いたところ1か月後には朝の瀧のような鼻水もなくなり、
その後つまりも改善された。それ以外に肝鬱が取れたことによ
りビールも甘いものもとることがなくなった。

漢方薬の面白さがここから見えます。



症例５：鼻炎・脳内・過度な緊張

普段から緊張が強く出ているため、この方はかなり気滞が強
くなっている。その結果鼻の中や脳内の違和感が生じている
と考え漢方薬で

「柴朴湯」を追加

半年後、鼻のアメーバはスポンと音がした感じがありその後
出ていった（改善した）

1年後頭の中もすっきりして爽快感





なぜ人は病気になるのか

心・食・動・休・環の乱れで病気になる

(森の部分）

バランスが崩れることで五郎六腑に

影響が出る。

心身一如

「心と体は一つ」

・身体を良くしたいのであれば心から

・心を良くしたいのであれば身体から



まとめ

自店に相談に来られた患者様・お客様に対して適切にOTC薬
や漢方薬、サプリメントを選び服用していただくためにはやはり

「コミュニケーション」が必要不可欠です。

コミュニケーションとは「傾聴」聞くことが重要です。

得られた情報から病気の成り立ち、経過、改善方法をイメージし
てアプローチすることです。

「人が薬になる」＝かかりつけ薬剤師
ちゅーがるくすりやんど



インフォメーション

FM沖縄
毎週土曜日 AM10:30～11:00

放送中


